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被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
基
準
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
権
与
党
の
国
会
対
策
委
員
長
が
、
先
月
三
十
日
の
テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
お
け
る
政

府
の
対
応
に
対
し
て
、
被
災
地
自
治
体
の
首
長
か
ら
不
満
の
声
が
出
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
首
長
は
増
税
し
な
い
の
だ
か

ら
。
国
か
ら
お
金
を
貰
っ
て
自
分
は
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て
、
出
来
な
か
っ
た
ら
国
の
せ
い
に
す
る
。
自
分
た
ち
は
立
派
な

こ
と
を
言
う
が
泥
は
か
ぶ
ら
な
い
。
こ
の
仕
組
み
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」
と
批
判
し
た
。

私
は
、
本
年
七
月
二
十
五
日
に
「
液
状
化
被
害
に
対
す
る
国
の
支
援
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
三
四
八
号
）
を
提

出
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
三
四
八
号
）
は
、
先
に
述
べ
た
政
権
与
党
の
国
会
対
策
委
員
長

に
よ
る
発
言
が
現
政
府
の
姿
勢
及
び
体
質
を
全
て
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
・
民
主
党
の
無
責
任
な
取
り
組
み
を
棚
に
上

げ
、
疲
弊
し
た
被
災
地
に
責
任
転
嫁
す
る
が
如
き
内
容
で
あ
っ
た
。

そ
の
綻
び
が
先
日
の
報
道
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
で
、
住
宅
が
被
災
し
た
人
を
支
援
す
る
国
の
被
災
者
生

活
再
建
支
援
制
度
を
巡
り
、
浸
水
被
害
な
ど
に
お
い
て
、
国
と
は
別
の
基
準
で
被
害
の
程
度
を
判
定
す
る
自
治
体
も
あ
り
、
支

援
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
来
国
の
制
度
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
基
準
に
統
一
性
が
保
持
さ
れ
て
い
な

い
原
因
は
、
政
府
・
民
主
党
の
無
責
任
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
国
と
被
災
地
と
の
信
頼
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
推

一



察
さ
れ
る
。
国
は
、
疲
弊
し
た
被
災
地
に
対
し
て
信
頼
の
回
復
に
努
め
、
親
身
に
救
済
す
る
姿
勢
で
臨
む
こ
と
が
最
も
必
要
と

考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

先
月
三
十
日
の
テ
レ
ビ
番
組
に
お
け
る
政
権
与
党
の
国
会
対
策
委
員
長
に
よ
る
発
言
に
つ
い
て
、
同
志
た
る
立
場
で
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
を
巡
り
、
今
回
の
被
害
件
数
が
膨
大
な
た
め
、
国
は
三
月
末
に
「
全
壊
」
「
大
規
模
半
壊
」

「
半
壊
」
な
ど
の
基
準
を
変
更
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
対
象
外
の
居
住
者
か
ら
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
制
度
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

二
に
関
連
し
、
「
浸
水
が
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
半
壊
は
原
則
対
象
外
で
あ
る
が
、
住
宅
の
修
繕
規
模
に
お
い
て
は
大
規
模

半
壊
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
修
繕
費
の
一
定
額
を
補
助
す
る
仕
組
み
の
方
が
被
害
の
実
態
に
即
し
た
支
援
に
な
る
」
と
の
声

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

二
及
び
三
に
関
連
し
、
同
制
度
は
、
被
災
し
た
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
支
援
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
住
宅
を
建

設
中
で
登
記
ま
た
居
住
も
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
対
象
外
と
判
定
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉

二



え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

二
〜
四
に
関
連
し
、
賃
貸
用
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
津
波
で
流
出
し
た
も
の
の
、
支
援
の
対
象
は
借
り
主
の
み
で
、
大

家
は
対
象
外
と
判
定
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

二
〜
五
に
関
連
し
、
本
制
度
は
本
来
国
の
制
度
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
基
準
に
統
一
性
が
保
持
さ
れ
て
い
な
い
原
因

は
、
政
府
・
民
主
党
の
無
責
任
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
国
と
被
災
地
と
の
信
頼
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。
国
は
、
疲
弊
し
た
被
災
地
に
対
し
て
信
頼
の
回
復
に
努
め
、
親
身
に
救
済
す
る
姿
勢
で
臨
む
こ
と
が
最
も
必
要
と
考

え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。
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